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臨床において扁平上皮癌は、前癌病変を経て上皮より癌化、その後浸潤・転移する。4NQO
（4-ニトロキノリン1- オキシド）含有水の16週間の飲水の後、経過観察すると、経時的に前
がん病変を経て、口腔癌・食道癌が自然発癌することが報告されている（Tang XH, et al. 
Clin Can Res 2004, Foy JP et al. oncotarget, 2016）。本自然発癌モデルを用いて口腔・
食道癌が文献通りに発生するかを、HSV-1 に対し感受性があるとされているCBAマウスを
用いて行った。4-NQOを 5mg/ml の濃度でプロピレングリコールに溶解し、これをさらに水
で 100µg / ml の濃度に希釈のうえ、CBAマウスに16週間飲水させ、その後通常水に変えて
経過を見たところ、文献通り、舌は異型性病変、上皮内癌、および扁平上皮癌に至る経過が
見られた。また、食道は早期に発癌し、頚部食道、胸部食道、腹部食道いずれも扁平上皮癌
が発生した。 
このモデルを用いて希釈したがん治療用ウイルス薬を、投与方法にある工夫を加えて治療す
ると、舌の高度異型性、浸潤癌部のみならず食道癌の多部位にウイルス感染を認めた。 

この新たな工夫を加えた投与方法を用いることで、口腔病変への治療のみならず、口腔から

消化管に至る全身に対する画期的な低侵襲癌治療法となることが期待される結果となった。

今後、免疫動態の検討や、免疫チェックポイント阻害剤との併用効果の検討を行う予定とな

る。 

 

 


